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１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         ３ 研究の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究の内容・研究の方法 
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研究主題 

―副主題― 

ICT教育の推進における小学校教員への支援 

―「Word」を用いた情報活用能力の育成を目指して― 

派遣先 早稲田大学教職大学院 担当教官 油布 佐和子 

所属校 世田谷区立中丸小学校 校長 飯塚 比呂志 

（２）年間の ICT教育計画（枠内：実習期間） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）教員が児童に身に付けさせたい８つの能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習期間を通して授業後にインタビューを行い、

若手教員の課題・悩みに対する指導・助言を行った。 

（１）研究の年間計画 

本研究では、若手教員の ICT 活用能力を育成する

ために、年間を通して以下の計画を立てた。そして、

２か月の実習期間では、②の課題解決を図りながら、

③の資料を作成することに取り組んだ。 

① 教員対象の校内ICT研修の実施（９月・12月） 

② Wordを活用した授業実践に向けた教員の課題・悩み 

に対する指導・助言（対象：６学年の若手教員） 

③ 小学校の学習活動における「Word活用マニュアル」 

の作成（教員指導用の資料） 

 情報技術の革新が進む現在のグローバル化社会で

は、「誰もが、いつでも、どこでも、簡単に」ICTを

活用できる社会が求められている。 

次期学習指導要領でも、言語活動と同様に、「情報

活用能力」が全ての学習の基盤となる資質・能力と

位置付けられた。この「情報活用能力」とは、コン

ピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を収集・

整理・比較・発信・伝達する力のことである。 

実践校には、電子黒板と教員用タブレットPCが各

教室に設置され、児童用タブレットPCは学校全体で

40台設置（１台/14人）されている。しかし、「教職

員のICT活用指導力の基準（チェックテスト）」に基

づく調査結果と同様に、教員が児童に ICT 活用を指

導する技能が足りていない現状が見られる。 



 

 

 

 

 

  

 

 

４ 研究の考察 

 

 

 

 

                        ５ 今後の展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          図 小学生『Wordマスター』への道（作成資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究を通して、若手教員の育成や資料作成

の成果とともに、以下の課題が見付かった。 

▲TTによるサポートは効果的だが、複数の教

員を育成することが難しいのではないか。 

▲７年目の教員には効果が見られたが、より経

験の浅い若手教員にも効果が見られるのか。 

▲今回の教員は、新たな若手教員に対して、自

らが指導者の立場になれるのか。 

今後は、学校組織として実践を進めていくた

めに、情報活用能力の育成に向けたカリキュラ

ム・マネジメントを進めていく。 

約２か月の実践を経て、若手教員は ICT活用能

力を身に付け、日頃の授業に臨むようになった。

今では、他教科の授業でも電子黒板を使用し、週

に２時間は児童がタブレット PCを活用する授業

を計画・実施している。また、教員・児童共に、

ICTの知識・技能が上達したことにより、タブレ

ット PCを活用した授業を好むようになった。 

実践がうまくいったのは、以下のような指導・

助言が、効果的だったからだと考えられる。 

第一に、電子黒板やタブレット PC の操作方法

を、教員がしっかりと身に付けられるように指導

した。教員の操作方法による不安・悩みを解消す

ることで、意欲的に取り組むことができた。 

第二に、授業で児童のつまずきや教員の悩み・

不安が見られた際に、次回までに対策を指導して

改善を試みた。毎日の PDCAサイクルや TTによる

サポートが、若手教員の学び・成長につながった。 

第三に、Word の活用方法を新たに考え、児童

の興味・関心を高める学習計画を立てる大切さを

助言した。ICTの活用はアイディア勝負であり、

教員・児童が学びの新たな可能性を生み出した。 

このように、若手教員に ICTの活用を進めてい

くには、実際の授業を通して TT のようにサポー

トすることが効果的と言える。 

一方、教員が Wordを教え始めた頃、児童は

説明と共に PCの操作画面が切り替わっていく

ことに、難しさを感じる様子が見られた。 

そこで、教員が Wordの操作を分かりやすく

説明することで、児童の情報活用能力を高め

られるように、Wordの基本技能をまとめた「小

学生『Wordマスター』への道」を作成した。 

この資料の特徴は、①Wordの基本的な技能

の簡略化、②A３サイズ１枚に操作を可視化、

③五つの♥による児童の主体化の三つである。

教員が Wordを児童に活用させる際に、Wordの

全体像をつかむ手だてになると考えられる。 


